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１．本報告書について

2011年の東⽇本⼤震災以降、全国各地で相次いで豪⾬や地震等の⾃然災害が発⽣し、その度に中⼩企業や
個人事業者は甚⼤な被害を被ってきた。直近においては、新型コロナウイルスの感染拡⼤における非常事態
宣⾔の発出など、中⼩企業や個人事業者を取り巻く環境は厳しい状態が続いている。

このような状況下において、中⼩企業や個人事業者を支援していくため、中⼩企業庁では、中⼩企業支援
施策を知ってもらい、活⽤してもらうことを目的として、中⼩企業向けの支援制度情報の発信から電⼦申請
までをワンストップで誘導する総合ポータルサイト「ミラサポplus」を運営している。このミラサポplusの
サービスの⼀つとして、国や都道府県の支援制度情報を⼀括で検索、閲覧することができる「制度ナビ」を
提供している。制度ナビは、中⼩企業等がいつでも最新の支援制度情報の中から、⾃分にあった支援制度を
⾒つけることができるサービスを目指し、国や都道府県の数多くの支援制度を網羅的に登録するデータベー
スとしての整備を進めている。

しかし、現状では、制度ナビに登録されてある支援制度情報について検索性を⾼めるためのタグが正しく
設定されていない、正しい項目に情報が⼊⼒されていないケースが散⾒されるだけでなく、データが最新の
状態に保たれていないこともあり、更新状態を確認できる事務局体制も整っていない状況にある。⽇本国の
今後のベースレジストリ戦略の中でも、制度ナビのデータベースは重要な位置を担っていることを考えると、
早急に制度ナビの運⽤事務局体制を整備していく必要がある。また、各府省庁、都道府県の支援制度情報を
制度ナビから⼀元的に発信していくためには、支援制度を構築し広報している各職員の協⼒も不可⽋であり、
職員をサポートする⽴場としても運⽤事務局の果たす役割は⼤きい。

本報告書は、次年度以降の制度ナビ運⽤事務局体制を強化していくため、「⾏政機関における制度ナビの
導⼊、活⽤促進事業」において検討された運⽤事務局のフローを基に、実際に当該フローを⽤いて事務局を
運営していくなかで得られた改善点などをまとめたものである。
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２．本事業における運⽤事務局フロー
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２．本事業における運用事務局フロー

運⽤事務局は、「⾏政機関における制度ナビの導⼊、活⽤促進事業」において検討された以下3フローに
沿って対応を⾏った。運⽤途中においてフローに変更があったものについては適宜修正し、運⽤事務局側で
修正フローにて対応した。各フローの詳細は、次ページ以降に記載する。

①新規ID発⾏フロー

②ログイン関連問合せフロー

③操作方法関連問合せフロー

新規ID発⾏フローは、まだIDを取得していない府省庁、及び都道府県の担当職員よりID発⾏の依頼を受け付け、
管理画⾯にてIDを登録し、ID発⾏後に各担当職員へIDを発⾏した旨の連絡を⾏うまでの⼀連のフローである。
当初は、各担当者から個別にID発⾏を受け付けていたが、2021年2月4⽇に実施した府省庁向けWebinar以降、
ID発⾏フォーマット（Excel）に必要事項を記載して運⽤事務局宛に送付することとなった。共⽤のアドレスで
ID登録する際は、IDを管理する担当者を決める必要がある。

ログイン関連問合せフローは、すでにIDを取得している職員がログインする際に⽣じた問題等について対応する
フローである。府省庁と都道府県に多くのIDを発⾏しているが、制度ナビの管理画⾯に毎週アクセスすることは
少ないと考えられるため、パスワード失念・紛失などの問合せが今後増えることが想定される。また、4月前後は
IDを管理していた職員や制度ナビを活⽤していた職員の異動に伴う、新任者からの問合せが増える可能性が⾼い。
使われていないIDが増える可能性もあるので、いずれ登録されているIDを整理する必要がある。

操作⽅法関連問合せフローは、制度ナビへの新たな情報登録、あるいは既存情報を更新する際に⽣じた問題等に
ついて対応するフローである。管理画⾯の操作⽅法に関する問合せが中⼼だが、使⽤ブラウザに関する初歩的な
問合せから、CSVインポートなどの⽐較的⾼度な問合せまで幅広く対応する必要がある。上記のログイン関連や
操作⽅法関連の問合せは、制度ナビを活⽤する全職員に共通する内容もあるので、それらの内容については管理
画⾯にFAQのようなページをつくり、効率的に情報を共有する仕組みを設ける必要がある。
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３．運⽤事務局に寄せられた問合せ概要
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４．運用事務局業務に関する課題点と今年度の対応

①新規ID発⾏フローについて

〇IDの登録申請は、運⽤開始当初は各担当者からID発⾏依頼を受けていたが、各府省庁、及び都道府県への
展開により、今後のID発⾏申請数が激増することが⾒込まれ、担当者ごとに申請を受け付けるのは非効率。

〇事務局でIDを登録した後に⾃動送信される招待メールが届かないという事例がいくつか報告されている。
招待メールが部局の共⽤アドレスに送信された場合、メールを受信した部局内の誰かがアクセスし設定した
可能性もあるが、事務局側ではその後追いができない。

〇送信された招待メールのURLにアクセスできないという事例も報告されている。メールが送信されてから
1週間以内に当該URLにアクセスする必要があるが、メールを⾒落としているか、迷惑メールに分類される
可能性があり、事務局側での確認ができない。

職員向けのWebinar時より、ID発⾏フォーマット（Excelファイル）を作成し、部局名とID登録
するメールアドレス、緊急の連絡先、および当該フォーマットを記載した担当者の連絡先を記載
したファイルを事務局宛に送付していただき、随時事務局側でIDを発⾏するようにした。

現時点では事務局側で確認ができないので、招待メールが届いていないと連絡があった場合には、
事務局から迷惑メールフォルダなどに振り分けられていないか確認をお願いし、もし⾒当たらない
場合には、ログイン画⾯にあるパスワード再設定から手続きをしてもらうように案内。⾃治体に
よっては、サーバー側で迷惑メール処理されているケースもあるので、都度確認が必要。

担当職員から問合せがあっても事務局側では確認ができないので、迷惑メールのフォルダなどに
振り分けられていないかを確認し、メールが⾒つからない場合には、ログイン画⾯のパスワード再
設定から手続きをしてもらうように案内。こちらも都度担当職員に確認していく必要がある。
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４．運用事務局業務に関する課題点と今年度の対応

②ログイン関連問合せフローについて

〇府省庁や都道府県の職員にとって、制度ナビの管理画⾯に⽇常的にアクセスすることは少なく、年度が
変わるタイミングでの情報更新、及び新規制度情報の登録など、ピンポイントでの利⽤になってしまう
ため、そのタイミングでのパスワード紛失等の問合せが頻発する可能性がある。

管理画⾯の操作マニュアルに、パスワード紛失時のパスワード再発⾏⽅法について付記し、操作
マニュアルを管理画⾯のTOPページに掲載、いつでもダウンロード、閲覧できるようにした。
ただ、操作マニュアルはログイン後のTOPページにあるので、操作マニュアルも紛失した場合は
事務局で対応する必要がある。

〇異動や退職などで担当者が変わったときの前任者のID削除、機構改革などで組織の改編があったときの
管理グループの変更など、年度が切り替わるタイミングで問合せが集中する可能性があるので、事前に
オペレーションを検討しておく必要がある。

今年度については、担当者変更に伴うIDの削除が集中することはなかったので、各担当者からの
依頼に基づいて、随時対象IDの削除を実施。管理グループのルールは、ID発⾏が部局単位なので、
管理グループも部局単位で登録することとした。
IDの新規発⾏は、すでに専⽤フォーマットに記載のうえ事務局に申請するフローになっているが、
ID削除や管理グループの変更についても、申請時のフォーマットに加筆修正するか別途ルールを
作成するなど、内容を明確化しておく必要がある。IDも、制度情報と同様にCSVでインポートと
エクスポートができるようになると、作業が簡素化できる可能性がある。
次年度は各組織に管理者を設定する運⽤になる予定であるため、現在の管理グループ、及び紐づく
IDを図⽰する資料を作成しておくなど、各組織の管理者にスムーズに移管できるようにサポート
する必要がある。
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４．運用事務局業務に関する課題点と今年度の対応

③操作方法関連問合せフローについて

〇管理画⾯にアクセスできないという問合せがあった際の理由が、システム上の問題、ブラウザ上の問題、
単純に操作ミスなど、様々な要因があるので、原因の特定、及び対応に時間を要するケースがある。

今年度事業中に問合せがあったもののうち、IE（Internet Explorer）でのアクセス不可について
多く問合せが寄せられた。府省庁だけでなく、都道府県でも未だにIEを使っているケースが多く、
IEが標準ブラウザという県もあることから、今後も同様の問合せが寄せられることが考えられる。
また、セキュリティの問題からアクセスできないという事例もあり、管理画⾯の操作⽅法以前の
問合せも寄せられる可能性がある。

〇今年度策定した操作⽅法関連問合せフローでは、操作マニュアルに記載されている内容は運⽤事務局で
対応して、それ以外の問合せについては中⼩企業庁へ確認するようにしていた。今後、ID発⾏数が増え、
登録する職員が増えてきた場合、操作マニュアル以外の問合せも増えてくる可能性がある。

今年度は、管理画⾯の操作に関する問合せについては「⾏政機関における制度ナビの導⼊、活⽤
促進事業」において作成したマニュアルの内容に沿って説明。⼊⼒等の操作説明は特に問題なく
対応したが、操作⽅法以外の問合せも多数寄せられたことを考えると、職員側としては操作⽅法
だけでなく、制度ナビ全般に関する問合せを事務局が受けるイメージを持っていると考えられる。
そのため、マニュアルに記載されている単純な操作⽅法については、今後多くの職員が操作する
ことを考慮すると、チュートリアルの動画を⽤意するなど担当職員が使いやすい複数のツールで
マニュアルを整備するなど、極⼒職員⾃⾝で解決できるようにしていくほうが良い。
加えて、操作⽅法以外の制度ナビの周辺情報についても、職員からの問合せ内容は別途集約し、
運⽤事務局側のマニュアルとしてナレッジ化していくべきである。
尚、3月、4月の年度替わりのタイミングで、Webinarを実施するのも効果的だと考えられる。
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５． 2021年度の制度ナビ運⽤に係る改善提案
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６． 制度ナビの改善に関する提⾔
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６．制度ナビの改善に関する提⾔

②利用者がイメージするキーワードの設定

制度ナビには、令和2年の7月豪⾬や平成30年7月豪⾬など、豪⾬災害関連の
支援制度がタグづけされて登録されているが、「⽔害」や「洪⽔」「⼤⾬」
といったキーワードでは豪⾬関連の支援制度がヒットしない。

■ 現状／課題

検索⽇︓2021年3月19⽇

災害の支援情報は、利⽤者にとって非常に重要で必要性が⾼いものであり、
場合によっては死活問題にまで影響する可能性があるものと考えられる。
特に、平時ではない環境において、精神的にも困窮した状態で必要な情報を
検索することになるので、災害に関する情報は可能な限り利⽤者にとって探
しやすく、届きやすくする必要がある。
そのため、キーワードを設定する場合には、前⾴で記載したような利⽤者で
ある中⼩事業者や個人事業主の⽴場に⽴ち、利⽤者がイメージするような
キーワードを設定すべきである。その設計にあたっては、利⽤者を仮想して
ペルソナのように設定し、当該ペルソナがイメージする内容を検討していく
ことも効果的である。
ただ、全制度について制度毎にペルソナ設計をするのは現実的ではないので、
まずは災害関連などの緊急性が⾼い制度の中から、申請者が少ない制度や、
アクセス数が少ない制度を、必要性が⾼いが⼗分に制度の情報が届いていな
い制度と仮定して設計を⾏い、その内容を応⽤する形でその他の⼀般制度に
も展開していくと良いと考えられる。

■ 改善提案
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６．制度ナビの改善に関する提⾔

⑦制度側のID整備

■ 現状／課題
制度ナビでは各制度情報に制度番号が付与され、現在の仕様の場合、年度
を跨ぐ際に前年度の情報を複製して情報を更新すると、制度番号も更新さ
れる。そのため、同⼀制度であったとしても、毎年度IDが変わってしまう
ため、制度の同⼀性を担保できず、またデータ連携時のID突合が難しい。

IDの適切な付与のルール化が必要である。制度情報の附番は、データの検索
性など利便性向上に⼤きく貢献することができる。IDがバラバラ、或いは無
秩序に割り振られると、その貢献度合いが⼤きく損なわれてしまう可能性が
ある。
今後、支援制度情報のベースレジストリ整備にあたり、支援情報データの標
準化および利活⽤促進のために、データコンテンツの量や質の向上に合わせ
て、ID規則についても喫緊的な整備が必要である。
ID整備については、今後のデータ連携を⾒据えた場合、制度ナビデータベー
スには、府省庁のみならず都道府県をはじめとする⾃治体にも情報の登録を
促しているため、全国共通の制度を各都道府県が重複して登録することが考
えられる。現在の制度ナビでは、親制度（元制度）が設定できるが、基礎⾃
治体も含めた制度情報⼀元化を考える必要があり、ID管理⽅法の整備を急ぎ
実施するべきである。
基礎⾃治体を含めた支援制度IDについては、⼀般社団法人ユニバーサルメ
ニュー普及協会が、⾏政サービスID（PSID）として整備しているので、全
国共通制度などについて検討する際に参考にすると良い。

■ 改善提案
出典︓⼀般社団法人ユニバーサルメニュー普及協会ウェブサイト

https://universalmenu.org/universalmenu/governmental-id-system/

出典︓⼀般社団法人ユニバーサルメニュー普及協会ウェブサイト
https://universalmenu.org/universalmenu/governmental-id-system/

⾏政IDが備えるべき要件

⾏政サービスID構造










